






















 

令和元年度 上白根コミュニティハウス自己評価表 

 

目標設定

の 視 点 
計画内容及び運営目標 

計画内容及び運営目標 

に対する実績 

今後の取組 

（改善計画） 

自己

評価 

利用者 

サービス 

● 地域特性、地域ニーズ対応 

・地域活動団体と共催で地域特性を活かしたお祭りを 2回実施 

・高齢者の居場所作りお茶飲みサロン 11回実施 

・子育て支援団体と連携した事業を 3回実施 

   

●公の施設としての管理 

・館長会議での情報交換を行い、公の施設としての管理運営 

・外部研修等への積極的参加を促す 

   

●利用者ニーズの把握と運営への反映 

・利用者アンケートの実施、及び、結果の開示を年 1度実施 

・利用者会議を年 1度実施し、利用者との情報交換を行う 

・館内に一言カードを設置(子ども・大人の意見等) 

   

●利用者サービス向上の取組 

・利用者からの声を反映させ改善できることは実施し、新たな

自主事業を企画し、また自主サークルの支援 

・コミュニティハウス通信を年 12回発行 

・HPを毎月情報更新 

   

業務運営 

●管理運営に必要な組織、人員体制  

・業務運営が円滑に行える人員体制の整備 

   

●緊急時の体制と対応計画 

・緊急連絡網の定期的な確認と整備 

・緊急時に関してリスク管理マニュアルの確認 

   

●利用促進策 

・一般利用者を増やす為、交流スペースの活用として、図書の

本を増やしたり、新聞等を増やす。 

   

目標設定・自己評価合体版 

あ い う 

え 

第 29 条第１項・第２項 

第 38 条第１項・第４項 

第 29 条第２項 

第 38 条第４項 

第 38 条第１項 



・稼働率の低い時間帯や部屋を使って、自主事業の企画 

●横浜市重要施策 

・横浜市重要施策と連動した事業を企画 

●自主事業計画 

・多種多様な利用者ニーズに応えるため、事業の組立てを行い 

参加しやすい自主事業の企画を実施 

   

●施設の維持管理計画 

・毎月、巡視点検を実施、保守管理の見直し等 

・経年劣化による修繕計画をたてる。 

   

職員育成 

●管理運営に必要な組織、人員体制 

・職員個々のスキルアップの為、積極的に内外の研修に参加 

・体制をしっかり整え質の良い運営を行う。 

   

●個人情報保護等の体制と研修計画 

・個人情報保護に関しての研修を年 1回実施 

   

財務 

●施設の維持管理計画 

・修繕計画を優先順位を決め実行に取組む。 

   

●経費削減 

・ゴミの分別、ゴミの出しかたの工夫、照明の調整 

   

その他 

（上記４
つの視点
以外の項
目があれ
ば追記） 

●地域交流 

・同世代だけでなく、多世代で交流できる事業を実施 

・小学生・中学生のごみについて一緒に考える 

・公園の掃除 

   

利用者等

の意見 

・子ども向けのイベント年 3回実施 

・土曜日、日曜日のイベントの計画 

  

≪自己評価≫ 
Ａ：計画、目標を上回って実施 
Ｂ：計画、目標を保持して実施 
Ｃ：計画、目標を下回って実施 

※「利用者等の意見」は、計画内容及び運営目標欄に利用者等から寄せられた意見・要望を、計画内容及び運営目標に対する実績・今後の取組（改善計画）欄に意見等に対する対応を記載 


